
 

RS ウィルス感染症 

感染経路：飛沫、接触 

潜伏期間：4～６日 

症状：発熱、鼻水、咳、ぜーぜ―、呼吸困難 

   ※感染と発症を繰り返す感染症であるが、特に乳児期 

の初感染では呼吸状態の悪化によって重症化すること 

が少なくない。 

   

 

～ほけんだより～ 

 

令和３年７月１４日配信 

松本保育園 

看護師：島袋綾子 

 

7 月に入り咳・鼻水・発熱の症状でお休みする子が増えています。
夏風邪と診断されていますが熱が下がっても、咳が続いている子もい
ます。悪化しないためにも家庭でゆっくり休み体調がよくなってから
登園して下さい。 
現在、保育園では RSウィルスと診断されている子もいます。まん延

予防に努めましょう。 


